


































































































ては、調査対象者として回答の得られた 20 名中、調査方法に適合した 18 名分の
回答を分析対象とする。最初に、調査結果全般を通じて特徴的な回答について考察







































































































































































NS 25（20.66%）18（14.88%） 11（9.09%）15（12.40%） 2（1.65%） 11（9.09%） 121
NNS 11（12.50%）18（20.45%） 3（3.41%） 9（10.23%） 4（4.55%） 7（7.95%） 88



















NS 31（25.62%） 42（34.71%） 121
NNS 28（31.82%） 16（18.18%） 88
合計 59（28.23%） 58（27.75%） 209
カイ 2 乗値 0.684 6.142*
　　　　（自由度 1）














































た調査について」『2013 年度日本語教育学会第 10 回研究集会予稿集』74-77.
村岡貴子（2011）「研究留学生のための専門日本語ライティング教育の可能性」『日本語学
習支援の構築─言語教育・コーパス・システム開発─』仁科喜久子（監修）、鎌
田美千子・曹紅筌・歌代崇史・村岡貴子（著）．77-90. 凡人社 .
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